
市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、6
月
21
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。分
析
結
果
は
7
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

新
シ
ョ
ウ
ガ

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

　
今
月
の
作
業
は
、
施
肥
、
代
か
き
、
田
植

え
、
除
草
剤
散
布
、
病
害
虫
防
除
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
田
植
え
３
日
前
〜
当
日

・
エ
バ
ー
ゴ
ル
ワ
イ
ド
箱
粒
剤
（
50
ｇ
／
箱
）

＊
田
植
え
直
前
よ
り
も
前
日
に
処
理
す
る
こ
と

で
、
苗
に
薬
剤
が
効
率
よ
く
吸
収
さ
れ
、
よ
り

高
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

◎
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

《
薬
剤
防
除
》

・
ジ
ャ
ン
ボ
た
に
し
く
ん　

１
〜
２
㌔
／
10
ａ

〔
60
日
／
２
回
〕

＊
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が
本
剤
を
食
べ
る
こ
と
で

殺
貝
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
水
中
に
溶

出
さ
れ
た
農
薬
成
分
に
よ
り
食
害
抑
制
効
果
が

現
れ
ま
す
。
散
布
後
７
日
間
は
湛
水
状
態
に
し

て
、
落
水
や
か
け
流
し
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

《
耕
種
防
除
》

①
水
取
り
口
と
排
水
溝
に
３
〜
６
㎜
の
網
目
を

張
り
ま
し
ょ
う
。

②
代
か
き
を
丁
寧
に
行
い
、
田
面
を
均
平
に
す

る
と
と
も
に
、
田
植
え
後
は
で
き
る
だ
け
浅

水
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

③
貝
お
よ
び
卵
塊
を
捕
殺
し
ま
し
ょ
う
（
卵
は

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
）
。

●
元
肥

　

品
種
や
土
質
に
よ
っ
て
施
肥
量
を
調
節
し
ま

し
ょ
う
。
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
は
分
け
つ
を
促
す
た
め

に
、
栽
培
ご
よ
み
の
元
肥
量
よ
り
１
割
程
度
増

水
　
稲

ピ
ー
マ
ン 日 月 火 木 金 土

7月
水

12
5

19
2621

7

28

14
11
18
25

4
9
16

30
23

2

31
24
17
10
3

15
海の日

日 月 火 木 金 土
6月

7
14
21
28

水

8
15
22
29

1
6
13
20
27

2
9
16

12
19
26

5

17
10
3

24

11
18
25

4

30
23

13
20
27

6
8

29
22

1

田植機レンタルサービスの詳しい利用方法・利用規約については、お気軽にお問い合わせください。
本店購買部農機センター　担当：川端（☎０８０－３１１４－７４１１）

田植機レンタル料金表（税込）

32,000円 1,000円27,000円

洗浄料土・日・祝日平日

乗用田植機
4条植え
施肥機なし

田植機レンタルサービス

田植機レンタル料金表（税込）

田植機レンタルサービス
申し込み受付中!!
ＪＡわかやまの組合員

レンタル利用対象者

利用時間
利用時間の単位は1日（8:30～17:00）です。

お願い
レンタル農機は組合員皆さまの資産です。
適正な使用を心掛けてください。

令
和
元
年

予
約
締
切
日
令
和
元
年
６
月
20
日（
木
）

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
店
ま
で

産
米

出
荷
予
約
受
付
中
!!

や
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
（
一
発
処
理
）

　

散
布
後
１
週
間
は
止
め
水
管
理
と
し
、
水
持

ち
の
悪
い
圃
場
で
は
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
と
パ
ッ
ク

剤
は
効
果
が
安
定
し
な
い
た
め
粒
剤
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

《
粒
剤
》

・
ア
ー
ル
タ
イ
プ
１
㌔
（
粒
）　

１
㌔
／
10
ａ

〔
田
植
え
直
後
〜
12
日
後
〕

＊
田
植
え
同
時
処
理
も
可
能
で
す
。

《
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
》

・
ミ
ス
タ
ー
ホ
ー
ム
ラ
ン
Ｌ
（
フ
）　

500
㎖
／

10
ａ
〔
田
植
え
直
後
〜
12
日
後
〕

《
パ
ッ
ク
剤
》

・
ゼ
ー
タ
フ
ァ
イ
ヤ
ジ
ャ
ン
ボ　

40
ｇ×

10
個

／
10
ａ
〔
田
植
え
後
５
日
〜
15
日
後
〕

　

ま
た
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
食
害
防
止
効
果

・
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ク
ジ
ャ
ン
ボ　

50
ｇ×

10
個
／

10
ａ
〔
田
植
え
直
後
〜
10
日
後
〕

＊
薬
害
防
止
の
た
め
、
使
用
時
期
お
よ
び
使
用

基
準
を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

 

除
草
剤
使
用
時
の
ポ
イ
ン
ト

①
代
か
き
、
畦
塗
り
は
丁
寧
に
！

・
田
面
の
凸
凹
が
な
く
な
り
均
平
に
な
る
よ
う

耕
起
・
代
か
き
は
丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
漏
水
し
な
い
よ
う
、
穴
や
崩
れ
が
あ
れ
ば
丁

寧
に
畦
塗
り
し
て
く
だ
さ
い
。
漏
水
し
や
す

い
場
合
は
、
畦
波
板
や
シ
ー
ト
な
ど
で
補
強

し
ま
し
ょ
う
。

②
水
管
理
を
し
っ
か
り
と
！

・
水
口
と
水
尻
を
し
っ
か
り
止
め
、
水
量
は
、

粒
剤
の
場
合
３
〜
５
㎝
、
液
剤
お
よ
び
パ
ッ

ク
剤
の
場
合
は
５
㎝
以
上
の
湛
水
状
態
で
散

布
し
ま
す
。

・
散
布
後
１
週
間
程
度
は
水
を
動
か
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
か
け
流
し
や
田
面
の
露

出
は
、
効
果
の
低
下
や
薬
害
の
原
因
と
な
る

の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

・
入
水
が
必
要
な
場
合
は
、
ゆ
る
や
か
に
入
水

し
ま
し
ょ
う
。

③
雑
草
が
多
い
水
田
で
は
、
中
期
剤
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

 

と
り
こ
ぼ
し
雑
草
対
策

・
サ
ン
パ
ン
チ
１
㌔
（
粒
）
〔
60
日
前
／
１
回
〕

は
、
移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
3.5
葉
期
ま
で
の
湛

水
状
態
で
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ
（
液
）
〔
50
日
前

／
２
回
〕

は
、
移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
５
葉
期
ま
で
に
落

水
状
態
で
散
布
し
ま
す
。

④
藻
類
発
生
時
の
ポ
イ
ン
ト

　

藻
類
が
発
生
し
て
い
る
と
き
の
除
草
剤
の
散

布
は
、
効
果
が
現
れ
な
い
ば
か
り
か
薬
剤
が
均

一
に
広
が
ら
ず
薬
害
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

・
モ
ゲ
ト
ン
（
粒
）　

３
㌔
／
10
ａ
〔
ウ
キ
ク

サ
類
、
藻
類
の
発
生
初
期
〜
発
生
盛
期
。
た

だ
し
収
穫
45
日
前
ま
で
／
３
回
〕

を
散
布
し
、
藻
類
が
な
く
な
っ
て
か
ら
除
草
剤

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
藻
類
の
発
生
が
少
な

い
場
合
、
雨
上
が
り
や
早
朝
に
消
え
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
除
草

剤
を
散
布
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

 

田
植
え
後
の
水
管
理

　

田
植
え
後
は
苗
の
活
着
を
よ
く
し
、
初
期
生

育
を
促
進
さ
せ
、
有
効
茎
数
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
除
草
剤
散
布
後
、
１
週

間
程
度
経
過
し
て
か
ら
浅
水
管
理
（
２
〜
３

㎝
）
を
行
い
、
水
温
と
地
温
を
上
げ
て
初
期
生

育
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫

　

ハ
ウ
ス
シ
ョ
ウ
ガ
の
収
穫
適
期
の
目
安
は
、

主
茎
の
葉
数
が
25
〜
26
枚
頃
で
す
。
収
穫
が
遅

れ
る
と
収
量
は
増
え
ま
す
が
、
肌
が
悪
く
な
り

品
質
が
低
下
す
る
の
で
適
期
収
穫
を
励
行
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
穫
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
を
畑
で
乾
燥
さ

せ
過
ぎ
る
と
、
汚
れ
が
落
ち
に
く
く
な
り
、
品

質
が
低
下
し
ま
す
。
収
穫
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
は
布

で
覆
う
、
ま
た
は
散
水
な
ど
を
行
い
、
早
め
に

水
洗
い
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
追
肥

　

半
促
成
栽
培
で
は
、
主
茎
の
葉
数
が
10
枚
頃

を
目
安
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
有
機
ア
グ
レ
ッ
ト
666
（
200
㌔
／
10
ａ
）

●
土
寄
せ

　

土
寄
せ
は
一
度
に
多
く
の
せ
過
ぎ
る
と
、
塊

が
長
く
な
り
塊
茎
が
腰
高
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
浅
い
と
茎
元
が
緑
色
と
な
り
品
質
が
低
下

す
る
の
で
、
塊
茎
の
上
３
〜
５
㎝
位
を
目
安
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

・
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
（
溶
）　

1500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

・
ト
ル
ネ
ー
ド
エ
ー
ス
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
７
日
／

３
回
〕

◎
紋
枯
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン
（
液
５
）　
800
倍
〔
14
日
／
４
回
〕

・
モ
ン
カ
ッ
ト
（
フ
）
40　

2000
倍
〔
３
日
／
５
回
〕

◎
根
茎
腐
敗
病

・
ラ
ン
マ
ン
（
フ
）　

500
〜
1000
倍
（
２
〜
３
ℓ

／
㎡
）
〔
30
日
／
３
回
〕
＊
土
壌
灌
注

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
粒
）　

18
㌔
／
10
a
〔
30

日
／
３
回
〕
＊
生
育
期
土
壌
表
面
散
布

　
発
病
が
見
ら
れ
た
ら
、
発
病
株
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
数
株
を
除
去
し
、
畦
波
板
で
仕
切
る
な

ど
し
、
発
病
部
分
を
隔
離
し
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　

ピ
ー
マ
ン
は
乾
燥
に
弱
く
、
異
常
乾
燥
が
続

く
と
肥
大
、
着
果
と
も
に
悪
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
通
路
に
も
マ
ル
チ
を
し
て
い
る
と
、
ハ
ウ

ス
内
の
湿
度
が
低
下
し
、
ダ
ニ
類
の
発
生
を
誘

い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
で
は
、
灌
水
に
よ
る
流
亡

は
起
こ
ら
ず
、
逆
に
、
濃
度
障
害
の
発
生
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
育
が
進
む
に
つ
れ
て
水
分
要
求
量
が
増
加

す
る
の
で
、
灌
水
パ
イ
プ
で
の
灌
水
と
併
せ
て

畦
間
灌
水
を
し
ま
し
ょ
う
。
乾
燥
防
止
に
よ
る

う
ど
ん
こ
病
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
う
ど
ん
こ
病

・
ト
リ
フ
ミ
ン
（
水
）　

3000
〜
5000
倍
〔
前
日
／

５
回
〕

◎
灰
色
か
び
病

・
ア
フ
ェ
ッ
ト
（
フ
）　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
プ
レ
オ
（
フ
）　

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

◎
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
ヒ
ラ
ズ
ハ
ナ

ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ　

2500
〜
5000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

0607



モ
モ

　

今
月
よ
り
本
格
的
に
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｍ
サ
イ
ズ
中
心
で
出
荷
で
き
る
よ
う
、
早
め
の

収
穫
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
梅
雨
に
入

る
と
腐
り
な
ど
品
質
の
低
下
が
問
題
と
な
る
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
播
種

　

128
穴
プ
ラ
グ
ト
レ
ー
を
使
用
し
、
１
穴
あ
た

り
10
粒
を
目
安
に
播
種
し
て
く
だ
さ
い
。
苗
床

に
直
接
播
く
場
合
は
す
じ
播
き
ま
た
は
ば
ら
播

き
で
覆
土
を
行
い
、
プ
ロ
有
機
な
ど
を
施
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ネ
ギ
の
発
芽
適
温
は
20
〜
25
℃
で
す
。
高
温

に
な
る
場
合
は
必
ず
遮
光
し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
植
時
に
必
ず
植
穴
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

　

高
温
、
乾
燥
が
続
く
と
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
や
ア
ザ

ミ
ウ
マ
類
が
多
発
し
ま
す
。
商
品
価
値
を
著
し
く

損
ね
る
の
で
、
定
期
的
な
防
除
が
必
要
で
す
。

▽
定
植
時

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル
（
顆
）　

50
倍
（
0.5
ℓ
／
箱
）

〔
定
植
前
日
〜
定
植
時
／
１
回
〕
＊
灌
注

　

早
熟
栽
培
で
は
収
穫
量
が
増
え
、
普
通
栽
培

で
は
着
果
の
序
盤
に
な
り
ま
す
。

●
敷
き
わ
ら

ミ
カ
ン

ニ
ン
ジ
ン

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ　

2000
〜
4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト
（
顆
）　

4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

●
整
枝
、
剪
定

　

生
育
し
枝
葉
が
混
み
合
っ
て
く
る
と
日
照
不

足
、
通
風
不
足
で
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
混
み

合
っ
て
い
る
部
分
の
小
枝
や
徒
長
枝
な
ど
の
不

要
な
枝
を
収
穫
時
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ふ
と
こ
ろ
部
分
の
採
光
を
よ
く
す
る
整

枝
・
剪
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
整
枝
、
剪
定

　

枝
葉
が
混
み
合
っ
て
く
る
と
病
害
虫
の
発
生

や
収
穫
量
に
影
響
す
る
の
で
、
各
主
枝
の
生
育

と
均
衡
を
は
か
り
な
が
ら
、
不
要
な
枝
を
収
穫

時
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ふ
と
こ

ろ
部
分
の
採
光
を
よ
く
す
る
整
枝
・
剪
定
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　

シ
シ
ト
ウ
は
乾
燥
に
弱
く
、
異
常
乾
燥
が
続

く
と
着
果
、
肥
大
と
も
に
悪
く
な
り
ま
す
。
灌

水
パ
イ
プ
で
の
灌
水
と
併
せ
て
、
畝
間
灌
水
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ウ
ス
内
で
は
、
灌
水
に

よ
る
流
亡
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
濃
度
障

害
の
発
生
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

　

収
穫
作
業
時
に
「
葉
の
裏
」
や
「
花
の
中
」

を
十
分
観
察
し
、
病
害
虫
の
早
期
発
見
、
早
期

防
除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

シ
シ
ト
ウ

青
ネ
ギ

　

乾
燥
と
雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
と
と
も
に
、

病
害
虫
発
生
防
止
の
た
め
に
、
つ
る
の
伸
長
に

合
わ
せ
て
敷
き
わ
ら
を
敷
い
て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
068
（
40
㌔
／
10
ａ
）

ま
た
は

・
Ｂ
Ｍ
ス
ー
パ
ー
野
菜
君
（
60
㌔
／
10
ａ
）

＊
時
期
や
量
は
、
株
の
生
育
や
気
象
、
土
壌
条

件
に
よ
り
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ッ
ト
敷
き
・
玉
回
し

　

地
面
に
接
し
て
い
る
果
皮
色
が
白
く
な
ら
な

い
よ
う
、
果
実
が
20
㎝
程
度
に
な
っ
た
ら
パ
ッ

ト
を
敷
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
均
一
に
着
色

す
る
よ
う
に
玉
回
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
種
採
り

　

種
採
り
用
の
ト
ウ
ガ
ン
は
、
１
番
果
ま
た
は

２
番
果
を
用
い
ま
す
。
長
円
形
で
整
っ
て
お

り
、
濃
緑
色
で
ず
っ
し
り
重
い
も
の
が
良
品
で

す
。
日
差
し
が
強
く
な
る
と
果
実
に
わ
ら
を
被

せ
て
く
だ
さ
い
（
日
焼
け
に
よ
る
腐
り
防

止
）
。
果
実
表
面
に
白
い
粉
が
現
れ
た
ら
種
採

り
用
と
し
て
の
収
穫
時
期
で
す
。

　

今
月
は
収
穫
作
業
で
す
。

　

青
梅
収
穫
適
期
は
、
毛
じ
（
表
面
に
生
え
て

い
る
毛
の
よ
う
な
も
の
）
が
抜
け
て
果
面
に
光

沢
が
出
て
き
た
頃
が
目
安
で
す
。
樹
冠
上
部
や

日
当
た
り
の
よ
い
場
所
は
成
熟
が
早
い
た
め
、

注
意
し
て
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
収
穫
後

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

ト
ウ
ガ
ン

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
（
乳
）
40　

1500
倍
〔
14
日
／

２
回
〕

＊
多
発
園
で
は
必
ず
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
着
色
管
理
に
注
意
し
、
除
袋
作
業
と

反
射
マ
ル
チ
の
敷
設
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

除
袋
が
早
い
と
小
ひ
び
が
発
生
し
、
遅
い
と

着
色
前
に
熟
期
が
く
る
た
め
採
り
遅
れ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
目
安
は
、
果
実
全
体
は
白
っ

ぽ
く
抜
け
て
い
る
が
果
頂
部
と
縫
合
線
部
に
青

み
が
残
る
頃
で
す
。

●
病
害
虫
防
除

　

今
年
は
せ
ん
孔
細
菌
病
の
発
生
が
多
い
見
込

み
な
の
で
、
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▽
６
月
上
旬
〜
中
旬

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
デ
ラ
ン
（
フ
）　

600
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病
・
灰
星
病

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000　

1000
倍
〔
前
日
／
６
回
〕

◎
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
（
水
）
34　

1000
倍
〔
前
日
／

４
回
〕

▽
６
月
下
旬　

※

中
・
晩
生
種

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
デ
ラ
ン
（
フ
）　

600
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

◎
黒
星
病
・
灰
星
病

・
ス
ト
ロ
ビ
ー
Ｄ
Ｆ　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

・
ロ
デ
ィ
ー
（
水
）　

1000
倍
〔
前
日
／
５
回
〕

　

今
月
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
と
シ
ル
バ
ー
マ

ル
チ
を
敷
設
し
ま
し
ょ
う
。

●
誘
引

　

風
に
よ
る
果
実
の
傷
み
を
防
止
す
る
た
め
、

誘
引
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
秀
品
率
向
上
の
た

め
、
結
果
枝
の
間
隔
は
40
㎝
以
上
を
保
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
５
日
頃

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
（
顆
）　

5000
倍
〔
前
日
／
１

回
〕

▽
６
月
15
日
頃

◎
黒
か
び
病

・
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
（
水
）　

1000
倍
〔
７
日
／
５

回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ダ
ン
ト
ツ
（
溶
）　

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

◎
ハ
ダ
ニ
類

・
ス
タ
ー
マ
イ
ト
（
フ
）　

2000
倍
〔
前
日
／
１

回
〕

▽
６
月
下
旬

◎
株
枯
病

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
（
フ
）　

2000
倍
〔
前
日
／
３

回
〕
＊
１
樹
あ
た
り
５
〜
10
ℓ
灌
注

　

梅
雨
を
む
か
え
る
た
め
、
日
照
条
件
を
改
善

す
る
よ
う
に
突
発
枝
の
整
理
な
ど
、
新
梢
の
管

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

イ
チ
ジ
ク

●
摘
蕾
・
摘
果

　

摘
蕾
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
部
分
的
に
枝
な

ど
で
見
落
と
し
分
の
蕾
や
傷
果
、
奇
形
果
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
上
旬

◎
落
葉
病
・
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
（
フ
）　

3000
倍
〔
前
日
／
３

回
〕
＊
着
色
期
ま
で

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
カ
メ
ム
シ
類

・
キ
ラ
ッ
プ
（
フ
）　

2000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

▽
６
月
下
旬

◎
落
葉
病
・
炭
そ
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
（
水
）　

600
倍
〔
45
日
／

２
回
〕

◎
カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
（
水
）　

1500
倍
〔
30
日
／
３
回
〕

●
果
皮
障
害
防
止
対
策

　

防
除
毎
に
バ
イ
カ
ル
テ
ィ
（
1000
倍
）
を
加
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
は
、
新
梢
や
果
実
の
生
育
が
進
み
、
病

害
虫
も
活
発
に
な
り
ま
す
の
で
防
除
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
６
月
中
旬
（
梅
雨
入
前
）

◎
黒
点
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
（
水
）　

600
倍
〔
30
日
／

４
回
〕

◎
チ
ャ
ノ
イ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
キ
ラ
ッ
プ
（
フ
）　

2000
倍
〔
21
日
／
２
回
〕

◎
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

・
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル　

200
倍
〔
６
〜
７
月
中
旬
〕

　

梅
雨
明
け
ま
で
は
、
黒
点
病
感
染
の
可
能
性

が
高
い
の
で
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
の
散
布
は
露
が
な
く
な

っ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
６
月
下
旬
〜
７
月
中
旬

◎
黒
点
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
（
水
）　

600
倍
〔
30
日
／
４

回
〕

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
ゴ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
（
成
虫
）

・
ダ
ン
ト
ツ
（
溶
）　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
・
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

・
サ
ン
マ
イ
ト
（
水
）　

3000
倍
〔
３
日
／
２
回
〕

◎
浮
皮
・
果
皮
障
害
軽
減

・
バ
イ
カ
ル
テ
ィ　

1000
倍
（
加
用
）

　

梅
雨
明
け
後
の
ダ
ニ
の
発
生
に
注
意
し
、
発
生

園
で
は
殺
ダ
ニ
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

ミ
カ
ン
以
外
の
柑
橘
類
は
、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン

（
水
）
600
倍
〔
90
日
／
４
回
〕
、
ス
プ
ラ
サ
イ

ド
（
乳
）
1500
倍
〔
90
日
／
４
回
〕
と
な
っ
て
い

る
の
で
農
薬
散
布
時
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
発
生
時

◎
ナ
メ
ク
ジ
類

・
ラ
ー
ビ
ン
ベ
イ
ト
２
（
４
㌔
／
10
ａ
）

◎
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類

　

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
は
６
月
〜
８
月
に

出
現
し
、
雌
は
７
月
上
旬
に
樹
の
隙
間
に
産
卵
し

ま
す
。
孵
化
し
た
幼
虫
は
内
部
を
食
害
し
、
樹
勢

の
低
下
お
よ
び
枯
死
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

・
ダ
ー
ズ
バ
ン
（
乳
）
40　

100
倍
〔
30
日
／
２
回
〕

・
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｂ
Ｉ　

1000
倍
（
加
用
）

ミ
カ
ン
以
外
の
柑
橘
類
に
は

・
モ
ス
ピ
ラ
ン
（
顆
）　

2000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

ウ
メ

カ
キ

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

捕
殺
に
よ
る
防
除
は
、
行
動
が
緩
慢
な
早
朝

に
行
う
と
効
果
的
で
す
。

果樹共済は、和歌山県農業共済組合（ＮＯＳＡＩわかやま）が
運営する、果樹の減収を補償する保険です。
【申込期限　６月末まで】
いつ来るか予測できない災害への備えとして、ご加入をおすすめします。
詳しくは下記まで　お気軽にお問い合わせください。

温州みかん：果皮障害による腐敗・落果

和歌山事務所 和歌山市黒田 21
TEL 073-471-1983

0809



（１㎡あたり）
●肥料（元肥）…完熟堆肥　500～1000g
　　　　　　　草木灰　　2～3握り

　放任するとつるがどんどん伸び、隣の畝まで覆ってし
まいます。状況に応じてつる先を整理しましょう。

畑の準備1

苗の準備2

植え付け4

植え方のポイント5

つるの整理7
●コガネムシ類
　→ダイアジノン粒剤５　（１㎡あたり4ｇ）　
　　植え付け前　使用回数　１回

害虫防除3

追肥6

　つるを株元で刈
り取り、黒マルチを
はがしたら、鍬を畝
の横から深く入れ、
掘り上げます。

収穫8

　排水と通気性が重要になるので、早めに圃場を耕して
おきましょう。
　肥料は窒素を控え、カリを主体に施します。前作で野
菜を栽培していた場合は施肥不要です。

　長さ25～30cm、葉数が7
～8枚で葉色が良く、厚みの
ある苗を選び、茎が細く伸び
て葉が黄化しているものや、
短い苗は避けましょう。
　植え付けの前に苗がしおれ
ている場合は、水を入れたバ
ケツに浸し、回復させてから
植え付けましょう。

　土壌の乾燥防止とネズミの
食害を防ぐため、定植した穴
には土をかけて、しっかりと
ふさぎます。良い天気が
続けば３～４日に一度、
植穴にかん水をしま
しょう。

　排水の良くな
い畑では、畝の
高さをできるだ
け高くします。
黒マルチは畝の
面を平らにしてから貼り付けを行います。

※番号 =解説の作業時期をあらわしています。

9月 10月 11 月
上 中 下 上 中 下 上 中 下

8月
上 中 下

7月
上 中 下

6月
上 中 下

8 86 6

2

3

4

5

7 7

準備から収穫までの目安

肥料・農薬単位
畝30cm×50cmあたり

　３～４節目から芋になる
根が出るので、その部分を
必ず土中に入れ、葉は地上
部に出しておきます。

　斜めに苗を植えます。葉
を傷めないように注意し、
節間を指先でしっかり押
さえます。

イラスト／『家の光』2014 年 7月号「家庭園芸」から引用

●肥料…オリザ44号　少々
　つるの伸びが悪く、葉色が淡すぎる場合、通路に少量
の追肥をしましょう。

畑の準備11

準備から収穫までの目安

肥料・農薬単位
畝30cm×50cmあたり

satsumaim
o

サツマイモ 1

みんなで取り組
む !!

水稲のジャンボタニシ対策
１．耕種的防除
①貝の密度を低下 ②侵入防止対策 ③食害防止対策
　圃場や用水路で貝や卵塊を見
つけ次第処分しましょう。
　卵は水中では呼吸できず死ぬ
ので、赤色の卵塊を水中にかき
落とすのが効果的です。

　目合5mm程度の網を圃場の水
口に張り、水路からの侵入を防
ぎましょう。

　水深を4cm以下の浅水にする
と貝が活動できず、ほとんど食害
されないので、浅水管理をしま
しょう。

和歌山市ジャンボタニシ防除対策協議会

4．その他注意事項
　農薬取締法に基づく農薬登録を受けていない資材（椿油粕など）は、ジャンボタニシの駆除目的に使用す
ることはできません。

2．薬剤による防除

農薬の使用にあたっては、登録内容をご確認ください。

　ジャンボタニシは田植え後約 20 日間の被害が大きく、また同一圃場では深水のところに被害が集中する
ので、効率的に農薬を散布しましょう。薬剤散布の適期は田植え直後です。
　薬剤施用時は湛水状態を保ち、薬剤が用水路や池に流れ込まないようにしましょう。

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）に有効な薬剤 2019年6月現在

薬　剤　名 施　与　量 使用時期/使用方法/回数

ジャンボたにしくん 1～2kg/10a 収穫60日前まで/湛水散布/2回以内

3．地域ぐるみ防除 (一斉捕殺 )

注1)一斉捕殺時のジャンボタニシは、分別収集による指定ゴミ袋にて回収させていただきます。
注2)上記日程において、地域ぐるみでジャンボタニシを捕殺していただいた場合は1袋（10kgが目安）につ
き500円の助成をさせていただきます。上記日程の日曜日･正午までに各支店または、営農センターの指定の
場所までお持ちください。なお、助成を希望される場合は必ず事前にJA各支店にご連絡ください。

一斉捕殺作業 7月6日（土）、7日 (日 )
和歌山市内全域

（和歌山県･和歌山市･農業共済･土地改良区･JAわかやま･県植物防疫協会）

4cm以下

※収穫は初霜が降りる前に行いましょう。

6月のアナタの運勢
～モナ・カサンドラ～ 1011
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